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●まちの将来像 

本町の歩んできた歴史的経緯や大切に守られてきた本町が誇る魅力を再認識し、

時代の変化を見すえながらまちづくりに活かすとともに、富士川町に住み続けるこ

とへの誇りを培いながら、真の豊かさと多くの交流を育む、心豊かに住み続けるま

ちづくりを目指します。 

●まちづくりの目標 

 
●●人人・・もものの・・ココトトががつつななががるる交交流流をを育育むむままちちづづくくりり 
本町の魅力資源に磨きをかけ質を高めるとともに、往年
の舟運のように広域交通の要衝等を活かし、様々な人やも
の（資源）、コト（活動）が相乗効果で連携し、賑わいや
交流を育む魅力あるまちづくりを目指します。 

●●自自然然とと歴歴史史文文化化がが息息づづくく  
郷郷土土のの誇誇りりをを継継承承すするるままちちづづくくりり  
豊かな自然と先人たちに培われた歴史文化資源
は本町の大切な財産です。これらを大切に守り・
育むとともに、この恵みを享受する多くの人と関
わり合いながら、郷土の誇りを継承し、活かすま
ちづくりを目指します。 

●●安安心心・・心心豊豊かかにに住住みみ続続けけるるままちちづづくくりり  
身近な生活基盤の充実や快適な環境づくり、安
心・安全なまちづくりなどを進め、子どもからお
年寄りまで誰もがふるさとに住み続けることを楽
しみ、誇りに思うことのできる、心豊かな暮らし
を大切にしたまちづくりを目指します。 

●●支支ええああいい、、結結びびああいい、、高高めめああうう元元気気ななままちちづづくくりり  
本町は𣇃米学校にみられるように、古くから地域をあげ
て学び合う風土が根付いており、地域コミュニティや結び
つきも深い地域です。この気風を活かし、ともに手をたず
さえ、支え合い、高め合う地域づくりやまちづくりを目指
します。 

●計画の実現に向けて 

●目標年次：平成４２年度（２０３０年） ●目標人口：１７，０００人 

 町民・事業者・行政などの協働によるまちづくりの推進 
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●富士川町の地域構造 

●自然骨格 
○西側を南北に連なる巨摩山地、東端を南流する富士川 
 ○巨摩山地から谷筋を形成し富士川に流れる小河川 

●土地利用圏域 
 ○北西部の扇状地・平地に展開する「都市田園圏域」 

 ○緩傾斜地に農地と集落が混在する「里山農山村圏域」 

 ○巨摩山地に連なる「山地森林圏域」 

●都市軸 
 ○広域幹線軸（国道52号） 

○町内三筋（平林筋、穂積筋、五開筋） 

●まちの将来構造 

コンパクトな市街地と、豊かな自然や美しい景観と調和した地域が連携し、 

一体感のあるまちの構造の形成を目指します 

●中心市街地をはじめ、まちの活力と個性を高める多彩な拠点づくりを進めます。 

●広域的な交通体系の確立とともに、周辺都市や町内三筋・地域間の交流・連携を支える骨格的な道路交

通網の機能強化と、特色ある交流軸の形成を目指します。 

●豊かで美しい自然や景観と調和し、地域特性を活かした土地利用エリアの形成を目指します。 

・禹之瀬と富士川の流れ 

・髙下からみるダイヤモンド富士 

・平林の棚田 
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富士川町の将来像やまちづくりの目標を実現するため、まちづくりを構成する分野を７つに分け、基本方針、

個別のまちづくり方針、各方針図により、富士川町全体のまちづくりの方向性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．人や地域を結ぶ道路・交通まちづくり方針 道路・交通 

田園居住ゾーン

住宅市街地ゾーン

＜住居系＞

農業集落地ゾーン

商業地ゾーン

沿道サービスゾーン

主要工業地ゾーン

＜商業・産業系＞ 水辺活用ゾーン

里山森林ゾーン

自然ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｿﾞｰﾝ
行政文化拠点

地域拠点
（都市機能の集積促進ゾーン）

地域生活拠点

新たな交流活性化拠点

農地保全ゾーン

＜自然系＞ ＜拠点系＞

主要な公園緑地

主要公共施設

＜施設系＞

１．都市と自然が共生する土地利用の方針 土地利用 

▶▶豊豊かかでで美美ししいい自自然然やや景景観観とと調調和和しし、、地地域域のの特特

性性にに応応じじたた計計画画的的なな土土地地利利用用をを進進めめまますす。。 

【市街地エリア】 

●中心市街地の活力と魅力を高め、市街地の

特性に応じた計画的な土地利用の誘導を

図ります。 

【田園環境共生・農山村エリア】 

●農地や里山を守り、地域特性に応じた良好

な集落環境を育む土地利用を進めます。 

【森林山地エリア】 

●美しい自然や景観を維持・保全し、ふれあ

いを育む多様な活用を図ります。 

※図は都市田園圏域、全体は地域別方針図を参照 ・大法師公園からみた中心市街地 
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市川大門駅

落居駅

甲斐岩間駅

久那土駅

鰍沢口駅

増穂IC

（仮称）六郷 IC

高山

櫛形山

裸山

城山

源氏山

御殿山

富士見山

十谷峠

八町山

丸山

足馴峠

（山梨百名山）

（山梨百名山）

大峠山

（山梨百名山）

▶▶幹幹線線道道路路網網のの強強化化やや公公共共交交通通のの利利便便

性性のの向向上上、、身身近近なな生生活活道道路路整整備備ななどど、、

都都市市とと地地域域をを結結びび、、多多くくのの人人がが行行きき

交交うう安安全全でで快快適適なな交交通通環環境境づづくくりりをを

進進めめまますす。。  

●地域間や周辺都市を結ぶ、主要な幹

線道路網の強化を図ります。 

●主要な交通拠点の機能強化とバスな

どの公共交通の利便性を高めます。 

●安全で快適な暮らしの道づくりと交

通環境の向上を図ります。 

地図の凡例

都市計画区域界

行政界

用途地域界
地域界

河　川

山　地

・国道 52号（鰍沢市街地）
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３．交流と活力を創造するまちづくり方針 

▶▶恵恵ままれれたた豊豊かかなな環環境境やや地地域域資資源源をを活活かかししたた観観光光振振興興、、中中心心市市街街地地のの再再

生生、、地地域域産産業業のの活活性性化化ななどど、、賑賑わわいいとと交交流流、、活活力力をを創創造造すするるままちちづづくく

りりをを進進めめまますす。。  

●富士川町らしい中心市街地の再生と、魅力と活気あるまちづくりを進め

ます。 
●特色ある自然や歴史文化、地域資源を活かした観光交流のまちづくりを
進めます。 
●豊かな環境を活かし、雇用や定住を支える地域産業の活性化を進めま
す。 
●地域に住み続けられる、魅力ある定住環境と仕組みづくりを進めます。 

観光交流・活性化・定住促進 

４．富士川町らしさを継承する景観まちづくり方針 

▶▶富富士士川川町町固固有有のの歴歴史史文文化化やや人人々々のの営営みみにに培培わわれれたた美美ししいい風風景景をを大大切切にに守守

りり・・活活かかしし、、ふふるるささととのの愛愛着着とと誇誇りりをを次次代代へへ受受けけ継継ぐぐままちちづづくくりりをを進進めめまますす。。  

●固有の歴史文化を守り・活かし、個性と風格ある景観まちづくりを進め

ます。 

●郷土の美しい風景を大切に守り、育む景観まちづくりを進めます。 

●誰もが愛着と誇りをもつことのできる、協働による景観づくりを進めま

す。 

歴史文化と景観 

５．豊かな自然を守り彩りを育むまちづくり方針 

▶▶豊豊かかなな自自然然をを守守りり・・育育ててるるととととももにに郷郷土土のの自自然然ととののふふれれああいいやや交交流流をを育育みみ、、

花花とと緑緑にに彩彩らられれたた潤潤いいああるるままちちづづくくりりをを進進めめまますす。。  

●豊かな自然を守り・育み、自然とのふれあいや交流の場としての活用を

図ります。 

●緑の拠点と水と緑のネットワークづくりを進めます。 

●水と緑の潤いと四季折々の彩りが映えるまちづくりを進めます。 

自然環境・水と緑 

６．地域に住み続けられる防災まちづくり方針 

▶▶水水害害やや地地震震ななどどのの災災害害かからら町町民民のの生生命命とと財財産産をを守守りり、、地地域域にに住住みみ続続けけらられれ

るる防防災災ままちちづづくくりりをを進進めめまますす。。  

●水害やがけ崩れなどに対する安全対策を強化します。 

●町民の安全を守る、防災まちづくりを推進します。 

●まち全体、地域ぐるみによる防災体制の強化を図ります。 

防 災 

７．安心・快適な暮らしの環境づくり方針 

▶▶人人やや環環境境ににややささししくく、、高高齢齢者者やや子子どどももたたちちななどど誰誰ももがが快快適適にに、、安安心心ししてて暮暮ららすす

ここととののででききるる、、身身近近なな暮暮ららししのの環環境境づづくくりりをを進進めめまますす。。    

【生活環境づくり】 

●身近な生活環境が充実し、安心・快適に暮らせるまちづくりを進めます。 

【福祉のまちづくり】 

●心と体を育む、福祉が充実した人にやさしいまちづくりを進めます。 

【環境まちづくり】 

●豊かな自然と共生する環境に配慮したまちづくりを進めます。 

生活環境・福祉 

・大法師公園の桜と富士山の眺望 

・富士川舟運の面影を残すまちなみ 

・新緑の大柳川渓谷 

・小室に整備されたヘリポート 

・ふれあいの郷まほらの湯 
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 地域別まちづくり方針は、富士川町の生活圏域を基本に３つの地域に区分し、全体構想の施策を踏まえなが

ら、地域ごとのまちづくりの目標やまちづくりの基本方針、具体の個別方針をきめ細やかに示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都都都市市市・・・田田田園園園地地地域域域    

中部・五開地域

都市・田園地域

南アルプス市

市川三郷町

身延町

早川町

中部

五開

平林・穂積地域

平林

小室

髙下

大久保

小林

最勝寺

天神
中條

長澤

大椚

青柳町

鰍沢南区

鰍沢中区 鰍沢北区

※各地域のまちづくりの考え方や目標、基本方針は、「まちづくり住民会
議」の提案や「町民対話集会」の検討成果等を反映しています。 

・鰍沢上空からみる都市・田園地域周辺 

●良好な環境と調和した、中心地域にふさわし

い計画的な土地利用の誘導を図ります。 

●子育て支援からはじめる人にやさしいま

ちづくりと、安全・安心な暮らしの環境づ

くりを進めます。 

●恵まれた地域資源を活かし、賑わいや交流

を育む元気なまちづくりを進めます。 

●舟運の歴史文化と美しい景観を活かした

魅力あるまちづくりを進めます。 

●中心市街地の道路交通網の機能強化と、安

全で快適なみちづくりを進めます。 

■誰もが住みたくなるような暮らしの

環境が整ったまちづくり 

■美しい景観と恵まれた地域資源を

活かした元気なまちづくり 

■災害に強く、安全・安心に暮らせる

まちづくり 

■地域区分 

■地域まちづくりの基本方針 

■地域まちづくりの目標 

・新利根川付近からみる郊外田園地域 

■地域共通凡例  
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平平平林林林・・・穂穂穂積積積地地地域域域    

●豊かな自然や農地と里山、暮らしが共生した

住環境を維持する土地利用を進めます。 

●地域資源と縁を結び、活かし、おもてなしの

心で迎える元気なまちづくりを進めます。 

●地域を結び、暮らし・防災・観光活性化に資

する中山間地域の道づくりを進めます。 

●地域のお宝資源を顕在化し、魅力と交流を

育む景観まちづくりを進めます。 

●大きなコミュニティで豊かに地域に暮ら

し続ける住環境づくりを進めます。 

中中中部部部・・・五五五開開開地地地域域域    

●豊かな自然環境と地域らしさを守り、地域

に住み続けられる土地利用を進めます。 

●奥行きある郷の魅力を発信する観光・交流

のまちづくりを進めます。 

●資源を掘り起こし、磨き、育み、多彩な魅

力が展開する景観づくりを進めます。 

●地域を結ぶみちづくりと安全で利便性の

高い交通環境づくりを進めます。 

●暮らしの安全・安心を支える基盤整備と誰

もが住みやすい郷づくりを進めます。 

■住んでみたい、暮らし続けたい！ 

地域の暮らしを楽しみ大きなコミュ

ニティで迎えるまちづくり 

■山里の魅力を伝え、交流を交わすこ

とから地域が元気になるまちづくり 

■みんなで資産を見直し、活かし・育

むまちづくり 

・平林の集落、棚田と富士山の眺望 

■人やモノ、コト、情報がつながり地

域力を創出するまちづくり 

■奥行きある異なる魅力の展開が人

を魅きつけるまちづくり 

■安全・安心で暮らしの基盤の整った

まちづくり 

・十谷集落 

■地域まちづくりの基本方針 

■地域まちづくりの目標 

■地域まちづくりの目標 

■地域まちづくりの基本方針 

・小室山妙法寺のあじさい 

・大柳川 
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●まちづくりの基本的な考え方 

町民を主体に、事業

者、行政などの適切な

役割分担と協働によ

り、まちづくりを進め

ていきます。 

●計画の実現に向けた施策 

●●町町民民・・事事業業者者・・行行政政ななどどのの協協働働にによよ

るるままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

●●長長期期的的なな行行財財政政運運営営のの視視点点にに基基づづ

くく計計画画的的ななままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

●●恵恵ままれれたた地地域域資資源源やや独独自自性性・・地地域域

性性をを活活かかすすままちちづづくくりりをを推推進進ししまますす。。  

 

 
●まちづくりへの関心を高める普及・啓発活動の推進 

●町民の自主的なまちづくり活動の促進 

●情報発信と町民意向を反映する多様な手法の活用 

●町民主体の参加型まちづくり

の促進 参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

の
推
進 

●参加型・協働によるまちづくりへの支援策の充実 

●まちづくりリーダーの育成 

●まちづくりを支援する組織づくりの検討 

●協働によるまちづくりを促す

仕組みづくり 

●庁内体制の充実と連携の強化 

●庁内まちづくりの人材育成 

●まちづくり条例等の検討 

●行政の推進体制の充実と仕

組みづくり 

●都市計画の総合的な指針としての活用 

●地域まちづくりの指針としての活用 

●まちづくり事業や地域のルールづくりへの活用 

●都市計画の指針・地域まち

づくりの指針としての活用 

●国や県、関係機関等との連携に向けた活用 

●都市計画マスタープランの周知と進行管理 

●都市計画マスタープランの計画の見直し 
●都市計画マスタープランの進
行管理と見直し 

●重点的なまちづくり施策の推進 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

の
効
果
的
な
運
用 

１．富士川町独自のルールに基づく計画的な土地利用の推進 

２．活力ある中心市街地のまちづくりの推進 

３．地域連携と交流、暮らしを支える道路・交通まちづくりの推進 

４．地域の魅力資源を活かす観光・交流のまちづくりの推進 

５．定住・移住を促すまちづくりの推進 

６．ふるさとの美しい景観を守り・活かすまちづくりの推進 

 

 
■まちづくり住民会議の概要 

●目 的 

○「地域まちづくり住民プラン」の検討、提

案書の提出、計画への住民提案の反映 

●進め方 

○平成24年６月～12月 計５回開催 

○ワークショップによる協議、ニュースの発行 

富富士士川川町町  建建設設課課  都都市市計計画画担担当当  

〒400-0695 山梨県南巨摩郡富士川町鰍沢1599-5 

TEL 0556-22-7203  FAX 0556-22-5290 

URL http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp 

■基本的な考え方 ■協働によるまちづくりの進め方 




